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鹿
児
島
県
奄
美
市
は
、
奄
美
群
島
の

中
で
も
一
番
大
き
な
奄
美
大
島
に
あ

り
、平
成
18
年
３
月
20
日
に
旧
名
瀬
市
・

住
用
村
・
笠
利
町
が
合
併
し
誕
生
し
ま

し
た
。
現
在
の
人
口
は
約
４
万
７
千
人

で
す
。
面
積
は
奄
美
大
島
全
体
の
約
4

割
を
占
め
、
中
核
都
市
と
し
て
の
機
能

を
も
つ
名
瀬
地
区
、
緑
豊
か
な
森
林
と

清
流
を
も
つ
住
用
地
区
、
広
い
農
地
と

美
し
い
海
岸
線
を
も
つ
笠
利
地
区
で
構

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
相
撲

　

奄
美
市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
の
中
学
校
武
道
必
修
化
に
伴
い
、
平
成
22
年
度
に
各
中
学
校

の
武
道
施
設
状
況
の
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
調
査
を
基
に
、
平
成
23
年
度
に
学
校
の
指
導
計

画
に
基
づ
き
必
要
な
設
備
や
用
具
の
予
算
化
を
行
い
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
奄
美
市
内
の
中
学

校
に
は
、
ほ
と
ん
ど
土
俵
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
中
学
校
12
校
中
4
校
で
相
撲
の
授
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
相
撲
の
授
業
の
実
践
状
況
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

奄
美
市
に
お
け
る
中
学
校

武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

奄
美
市
教
育
委
員
会

1

奄
美
市
の
概
要
と「
相
撲
」と
の
関
わ
り

奄美市名瀬のおがみ山に
建つ横綱朝汐昇進記念碑
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数
多
く
の
力
士
を
輩
出
し
、
中
で
も
偉

大
な
横
綱
、
初
代
朝
汐
は
郷
土
の
誇
り

で
す
。
そ
の
た
め
、
子
ど
も
た
ち
の
中

に
は
、
幼
少
の
頃
よ
り
地
域
行
事
で
ま

わ
し
を
身
に
つ
け
、
相
撲
に
親
し
み
を

も
っ
て
い
る
生
徒
が
比
較
的
多
く
い
ま

す
。
相
撲
部
の
活
動
も
盛
ん
で
、
県
中

学
校
総
合
体
育
大
会
の
相
撲
競
技
は
、

成
さ
れ
て
お
り
、
南
は
太
平
洋
に
、
北

は
東
シ
ナ
海
に
面
し
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
21
校
、
中
学
校
12
校
、
児
童

生
徒
数
約
４
３
５
０
名
を
抱
え
る
大
島

地
区
の
中
心
と
な
る
市
で
す
。

　
こ
こ
奄
美
の
地
は
、
古
く
よ
り
相
撲

の
盛
ん
な
地
で
、
多
く
の
集
落
に
土
俵

が
あ
り
、
十
五
夜
相
撲
や
親
子
相
撲
な

ど
地
域
行
事
と
し
て
の
相
撲
大
会
が

数
多
く
開
か
れ
る
な
ど
、
地
域
の
方
々

の
相
撲
に
対
す
る
関
心
は
と
て
も
高
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
大
相
撲
に
も

こ
こ
２
年
連
続
奄
美
市
の
会
場
で
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
も
レ
ベ
ル

が
高
く
、
一
昨
年
は
、
奄
美
群
島
内
の

中
学
校
が
九
州
中
学
総
体
団
体
１
、
２

位
を
独
占
し
、
全
国
中
学
総
体
で
も
団

体
３
位
、
５
位
に
入
る
な
ど
の
活
躍
を

見
せ
て
い
ま
す
。

2

奄
美
市
の
各
中
学
校
の
相
撲
授
業
の
実
践

おがみ山から望む奄美市名瀬

（
１
）
相
撲
大
会
の
設
定
及
び
そ
れ
に

向
け
て
の
教
育
課
程
の
工
夫
（
住
用

地
区
）

　
住
用
地
区
で
は
、
例
年
５
月
下
旬
に

地
区
の
全
小
・
中
学
校
が
集
ま
り
、
住

用
地
区
相
撲
・
球
技
大
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
平
日
の
午
後
２
コ

マ
を
こ
の
時
間
に
充
て
、
小
学
校
５
年

生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で
の
全
て
の

男
子
が
相
撲
を
行
い
、
女
子
は
全
員
球

技
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
撲
競
技
で
は
、
団
体
戦
、
個
人
戦

と
あ
り
、
地
区
の
相
撲
連
盟
の
全
面
的
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な
協
力
の
も
と
、
本
格
的
な
相
撲
の
試

合
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
会
は

長
い
伝
統
が
あ
り
、
か
つ
て
は
郡
民
体

育
大
会
の
予
選
も
兼
ね
る
な
ど
技
術
的

な
レ
ベ
ル
が
高
く
、
白
熱
し
た
試
合
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
、
奄
美
市
立
住
用
中

学
校
で
は
、
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て

正
課
体
育
の
中
で
、
１
年
か
ら
３
年
の

男
子
生
徒
が
、
８
時
間
の
指
導
計
画
で

授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
、
体

育
教
師
の
指
導
の
も
と
、
ま
わ
し
を
し

っ
か
り
と
着
け
、
す
り
足
・
受
け
身
・

技
・
取
組
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
で
行

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
相
撲
部
な
ど
で
本

格
的
に
経
験
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
た

め
、
経
験
者
が
未
経
験
者
に
教
え
る
な

ど
と
い
っ
た
体
制
が
で
き
て
い
ま
す
。

　
奄
美
市
立
東
城
中
学
校
で
は
、
同
じ

く
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
１
年
生

か
ら
３
年
生
ま
で
の
生
徒
12
名
が
４
時

間
程
度
授
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
体
育
教
師
の
指
導
の

も
と
、
土
俵
は
使
わ
ず
、
体
育
館
に
マ

ッ
ト
を
敷
き
、
受
け
の
練
習
・
あ
た
り

の
練
習
・
転
び
方
な
ど
の
危
険
防
止
の

練
習
な
ど
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、土
俵
に
上
が
る
際
の
礼
儀
作
法
・

姿
勢
・
安
全
指
導
を
中
心
に
授
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
東
城
中
学
校
に

も
相
撲
部
が
あ
り
、
経
験
者
が
複
数
い

る
た
め
、
初
心
者
の
受
け
や
、
技
の
模

範
を
さ
せ
る
な
ど
効
率
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
奄
美
市
立
市
中
学
校
は
極
小
規
模
校

で
あ
る
た
め
、
現
在
、
武
道
の
授
業
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
平
成
24
年
度

か
ら
は
相
撲
マ
ッ
ト
を
整
備
し
、
男
女

共
に
相
撲
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
に
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し
て
い
ま
す
。

（
２
）
地
域
で
の
体
験
を
生
か
し
た
指

導
の
工
夫
（
名
瀬
地
区
）

　
奄
美
市
立
金
久
中
学
校
で
は
平
成
22

年
度
よ
り
、
１
年
か
ら
３
年
生
の
男
女

全
員
に
相
撲
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
８
時
間
程
度
、
男
子
は
校
庭
に
あ

る
土
俵
で
、
女
子
は
体
育
館
で
行
っ
て

い
ま
す
。

　
内
容
と
し
て
は
、
体
育
教
師
の
指
導

の
も
と
、
男
子
は
、
ま
わ
し
の
着
け
方
・

す
り
足
・
受
け
身
・
技
・
取
組
・
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
と
い
っ
た
流
れ
に
な
り
ま

す
。
人
数
が
多
い
の
で
、
土
俵
上
で
練

習
す
る
グ
ル
ー
プ
と
土
俵
下
で
練
習
す

る
グ
ル
ー
プ
と
交
互
に
行
っ
て
い
ま

す
。
土
俵
下
で
行
う
際
は
、
生
徒
同
士

で
技
の
教
え
合
い
を
行
う
な
ど
主
体
的

な
学
び
の
姿
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
女
子
は
、
体
操
服
の
上
に
柔
道
着
の

帯
を
ま
わ
し
に
見
立
て
、
体
育
館
に
マ

ッ
ト
を
敷
い
て
行
っ
て
い
ま
す
。
安
全

上
の
視
点
か
ら
主
に
押
し
相
撲
を
中
心

に
指
導
し
て
い
ま
す
。

　
奄
美
市
立
朝
日
中
学
校
で
は
、
10
月

か
ら
８
時
間
、
１
年
か
ら
３
年
生
の
男

子
全
員
に
相
撲
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
内
容
と
し
て
は
、
体
育
教
師
の
指

導
の
も
と
、
ス
ト
レ
ッ
チ
・
ま
わ
し
着

け
・
し
こ
50
回
・
す
り
足
20
本
・
約
束

練
習
・
技
の
説
明
・
取
組
と
い
っ
た
流

れ
で
行
っ
て
い
ま
す
。
取
組
を
待
つ
間

は
、生
徒
同
士
で
技
を
教
え
合
っ
た
り
、

体
さ
ば
き
の
練
習
を
し
た
り
し
て
い
ま

す
。

　
両
中
学
校
と
も
に
生
徒
は
地
域
で
の

相
撲
体
験
を
幼
少
期
か
ら
積
ん
で
い
ま

す
。
中
で
も
朝
日
中
校
区
は
、
地
域
行

事
で
の
相
撲
大
会
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら

相
撲
に
習
熟
し
て
い
る
生
徒
も
か
な
り

お
り
、
経
験
の
度
合
い
や
体
格
・
体
力

面
の
差
な
ど
も
考
慮
し
、
安
全
面
に
十

分
配
慮
し
な
が
ら
授
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

（
３
）
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
部
活
動

を
中
心
と
し
た
取
組
（
笠
利
地
区
）

　
笠
利
地
区
は
、
105
年
以
上
続
く
「
招

魂
祭
相
撲
大
会
」
が
毎
年
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
参
加
し
て
開
催
さ
れ
て
お

り
、
奄
美
市
の
中
で
も
特
に
相
撲
が
盛

ん
な
地
区
で
す
。
奄
美
市
立
赤
木
名
中

学
校
で
は
、
地
域
の
外
部
指
導
者
に
よ

っ
て
相
撲
部
の
指
導
が
行
わ
れ
、
全
国

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
成
績
を
あ
げ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
現
在
、
体
育
の
授
業
の
中

で
は
相
撲
は
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
せ

ん
。
奄
美
市
立
笠
利
中
学
校
で
は
、
平

成
24
年
度
以
降
、
男
女
と
も
に
相
撲
の

授
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
予
定
で
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
奄
美
市
内
に
お
い

て
は
、
比
較
的
多
く
の
生
徒
が
相
撲
に

慣
れ
親
し
ん
で
お
り
ま
す
。
武
道
の
必

修
化
を
目
前
に
し
て
、
残
さ
れ
た
課
題

の
最
た
る
も
の
と
し
て
体
育
教
師
の
専

門
的
な
知
識
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
相
撲

の
盛
ん
な
風
土
を
生
か
し
な
が
ら
、
う

ま
く
地
域
と
連
携
を
図
り
、
相
撲
指
導

の
充
実
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ

ま
す
。

3

今
後
の
課
題

校庭に建つ金久中学校の土俵

武道館に隣接する名瀬中学校の土俵
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